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技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

選択科目  山岳部から平野部に至る

境界に位置する河岸段丘上の都市におけ

る「水災害リスクを踏まえた防災まちづ

くり計画 

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ ． 調 査 、 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

（ １ ） ハ ザ ー ド 情 報 の 整 理  

 過 去 の 浸 水 実 績 図 等 の ハ ザ ー ド 情 報 、 治 水 地 形 分 類

図 、 標 高 図 等 の 地 理 空 間 情 報 を 把 握 す る 。 ま た 、 洪 水

や 内 水 に 関 す る ハ ザ ー ド 情 報 を 把 握 す る た め 、 上 下 流

や 本 川 支 川 等 の 流 域 を 調 査 す る 。 加 え て 、 河 川 断 面 や

地 形 条 件 と 照 ら し 合 わ せ 、 各 流 域 で 降 っ た 雨 に よ る 水

位 の 変 化 や 流 速 を 調 査 す る 。  

（ ２ ） 人 口 及 び 都 市 機 能 の 分 布 状 況 調 査  

 国 勢 調 査 か ら 人 口 密 度 等 の 人 口 分 布 を 調 査 す る 。 ま

た 、 用 途 地 域 別 の 土 地 利 用 状 況 を 把 握 し 、 段 丘 面 及 び

段 丘 崖 毎 に 整 理 す る 。 災 害 リ ス ク を 評 価 検 討 し た 上 で 、

ハ ザ ー ド エ リ ア に 存 在 す る 都 市 機 能 を 特 定 す る 。  

２ ． 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 、 工 夫 点  

（ １ ） 横 断 的 な 検 討 組 織 の 構 築  

 公 共 施 設 管 理 者 、 学 識 経 験 者 、 住 民 、 ま ち づ く り 関

連 部 局 等 か ら な る 横 断 的 な 検 討 組 織 を 設 置 す る 。 住 民

に つ い て は 流 域 ・ 広 域 的 観 点 か ら 、 上 流 ・ 下 流 、 本

川 ・ 支 川 の 地 域 毎 に 委 員 を 選 出 す る 等 の 工 夫 を 行 う 。  

（ ２ ） 水 災 害 リ ス ク の 評 価  

 上 記 の 調 査 ・ 検 討 結 果 を 基 に 、 水 災 害 リ ス ク の 評 価

を 行 う 。 評 価 に あ た っ て は 、 ハ ザ ー ド 、 暴 露 、 脆 弱 性

の ３ 因 子 か ら 決 定 さ れ る 被 害 規 模 に 、 当 該 ハ ザ ー ド の

発 生 確 率 を 勘 案 し 評 価 す る 。 評 価 対 象 地 域 の 全 域 を 評

価 す る こ と は 、 時 間 と 労 力 を 要 す る こ と か ら 、 全 域 を
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○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

概 観 す る 巨 視 的 分 析 を 行 っ た 上 で 、 水 災 害 リ ス ク が 相

対 的 に 大 き い 地 域 に 対 し て 詳 細 に 分 析 を 行 う 等 効 率 的

に 作 業 が 進 め ら れ る よ う 工 夫 す る 。  

（ ３ ） 防 災 ま ち づ く り の 方 向 性 の 検 討  

 前 述 に よ り 評 価 し た 各 地 域 の 水 災 害 リ ス ク に 加 え て 、

都 市 構 造 、 都 市 機 能 上 の 必 要 性 、 都 市 の 歴 史 的 な 形 成

過 程 等 も 踏 ま え て 、 防 災 ま ち づ く り の 方 向 性 を 定 め る 。  

（ ４ ） 水 災 害 リ ス ク の 軽 減 ・ 回 避 対 策 の 検 討  

前 述 の 方 向 性 を 実 現 さ せ る た め 、 リ ス ク 評 価 に よ り

明 ら か に な っ た 水 災 害 リ ス ク が 存 在 す る 区 域 に つ い て 、

水 災 害 リ ス ク を 軽 減 又 は 回 避 す る た め の 対 策 を 検 討 す

る 。 検 討 に あ た り 、 ハ ザ ー ド に 対 す る 対 策 や 暴 露 及 び

脆 弱 性 を 小 さ く す る 対 策 に つ い て 、 河 川 ・ 流 域 に 応 じ

て ハ ー ド ・ ソ フ ト 効 果 を 組 み 合 わ せ る 等 の 工 夫 を 行 う 。  

（ ５ ） 目 標 設 定  

 前 述 の 対 策 を 計 画 的 に 実 行 す る た め 、 防 災 ま ち づ く

り の 目 標 を 設 定 す る 。 設 定 に あ た り 、 都 市 計 画 や 河 川

整 備 計 画 の 計 画 期 間 や 取 組 内 容 の 進 捗 度 を 意 識 し 、 短

期 ・ 中 期 を 含 め た 段 階 的 な も の に な る よ う 留 意 す る 。  

３ ． 関 係 者 と の 調 整 方 策  

 関 係 機 関 等 に お い て は 、 客 観 的 な 情 報 に 基 づ き 協 議

を 行 う 。 住 民 に 対 し て は 、 自 治 体 の 一 方 的 な 情 報 提 供

だ け で な く 、 各 地 区 に お け る 住 民 の 能 動 的 参 加 を 促 す

た め 、 ま ち 歩 き や 懇 話 会 等 の 実 施 を 通 じ て 双 方 向 の 意

見 交 換 を 行 い 調 整 す る 。 以 上  


